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平成19年度需要見込関連表  
A  B  C  D＝B＋C  E  F＝D－E  G  

H18年度  H18年度末  H19年度製造  在庫量（ケ  H19年度  H19年度末   
l  

種類   l換算規格   
lH19年度需要  l月分）  l   

供給見込   在庫見込   輸入見込量   在庫見込量  

アルブミン   

25％50m11瓶   3，255，500   961，700   3，236，800   4，198，500   3，259，200   939，300   3．5   
乾燥人フィブリノゲン   

1gl瓶   2，500   1，100   2，300   3，400   2，400   1，000   5．0   
組織接着剤   

Cポ   9，308，100   2，683，100  10，803，700  13，486，800  10，723，300   2，763．500   3．1   
血液凝固第Ⅷ因子（遺伝子組換え型  

含む）   1000単位1瓶   328，900   142，000   351，900   493，900   343，000   150，900   5．3   
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子（複合  

体含）   1000単位1瓶   36，400   12，800   34，300   47，100   37，100   10，000   3．2   
インヒビタ丁製剤   

延人数   10，000   6，300   14，500   20，800   13，700   7，100   6．2   
ヒト血焚由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因  

子   
1瓶   137，300   43，200   130，200   173，400   117，200   56，200   5．8   

トロンビン（人由来）   

10000単位1瓶   29，800   10，600   53，800   64，400   34，800   29，600   10．2   
人免疫グロブリン   

2．5gl瓶   1，315，400   404，400   1，509，500   1，913，900   1，515，900   398，000   3．2   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   23，700   9，400   30，200   39，600   23，300   16，300   8．4   
乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   

1000倍1瓶   9，000   4，600   9，400   14，000   8，600   5，400   7．5   
抗破傷風人免疫グロブリン   

250単位1瓶   75，200   57，600   73，200   130，800   84，600   46，200   6．6   
幸乞燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

500単位1瓶   387，800   119，200   413，200   532，400   438，100   94，300   2．6   
乾煉濃縮人活性化プロテインC   

2500単位1瓶   300   300   0   300   200   100   6．0   
人ハブトゲロビン   

2000単位1瓶   43，900   11，800   43，900   55，700   44，000   11，700   3．2   
乾燥濃縮人Cトインアクチヘ◆－ター   

1瓶   630   200   700   900   460   440   ‖．5  



平成17年度の血祭分画製剤の需給状況  

製 造・輸 入 量  

製剤名   
③供給量   自給率（供給へ●－ス）  

換算規格・単位  （D計   ②うち国産原料  

上段：実績（達成率）   

下段：需給計画   上段：実績（達成率）   上段：実績（達成率）  16年度  17年度  下段：需給計画   

アルブミン   25％50ml（瓶）  3136000 1029％      50．2％  53．7，ら  
3，048，800   1，580，300   3，380，300   

乾燥人フィブリノゲン   1g   1900 （950％）   1900 （950％）   2500（1250％）  100．0％  100．0％  
2，000   2，000   2000   

組織接着剤   接着面積（cm2）        40．7％  45．3％  

11，529，100   3，819，000   9，695，700   

血液凝固第Ⅷ因子（遺伝 子組換え型含む）  1000単位（瓶）  322400（1082％）  105700（102・3％  291000  930％  39．9％  39．3％  
298．100   103，300   312,9000 

38400（1024％）   
因子（複合体含む）   乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ   1000単位（瓶）  38400（1024％）    38900（1137％）  100．0％  100．0％  

37，500   37，500   さ4，200   

インヒビター製剤   0   延べ人数（人）  15700（1129％）    13000（9 5％）  0．0％  0．0？i  

13，900   0   14，200   

ヒト血兼由来乾燥血液凝  
（瓶）   

0  

国策ⅩⅢ因子  
161100 （959％）      0．0％  0．0％  

168，000   0   147，100   

トロンビン（人由来）   
38900（1096％）   10000単位（瓶）  38900（1096％）    40700（1197％）  100．0％  100．0％  
35．500   34，000   

人免疫グロブリン   2．5g瓶（瓶）  1347200 1052％      87．5％  8占，6％  

1，280，800   1，114，300   1，405．900   

抗HBs人免疫グロブリン  1000単位（瓶）  17000 （730％）  6（）0（1000％）  19700 （966％）  2．7％  2．6％  

23，300   600   20，400   

0   

乾燥抗D（Rho）人免疫グ ロブリン   1000倍  1900 （268％）    8700 （967％）  0．0％  0．0％  
7，100   0   乳000   

0   78300（885％）  0．0％  0．0％  抗破傷風人免疫グロブリン  250単位（瓶）  72100 （814％）  

88，600   0   88．500   

乾燥濃縮人アンチトロンビ ンⅢ  500単位（瓶）  402300（1029％）  388900（1032％）  398■600（1098％）  88．0％  94．9％  
391，000   377，000   363，100   

インC   
乾燥濃縮人活性化プロテ   2500単位（瓶）  370 （370％）  370 （370％）  90 （237％）  100．0％  100．0，i  

1，Obo   1，000   380   

人ハブトゲロビン   35500（1365％）   2000単位（瓶）  45500（1307％）    44000（1021％）  0．0％  46．7％  

34，800   26，000   43二100   

乾燥濃縮人Cl－インアクチ ベーター  500倍（瓶）   860（2867％）   0   540（1200％）  0．0％  0．0％  

注1・数値は・、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格・単位に換算したうえ、四捨五入により100又は   
10の整数倍で表示した。  

注2・液状タイプの組織接着剤については、接着・閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換算し、   
インヒピタ・一製剤については、体重50kgの人への投与量を標準として人数で算出した。  

え   



平成18年度の血渠分画製剤の需給状況（4月～12月実績）  

製造・ 輸入量  
③供給量   自給率（供給へ’－ス）  

製剤名   換算規格・単位  ①計   ②うち国産原料  

上段二実績（達成率）   
下段：需給計画   上段二実績（達成率）   上段：実績（達成率）   17年度  18年度  

アルブミン   25％50ml（瓶）  2778500 （829％）  1615600 （866％）  2614600 （803％）  53．7％  55．4％  
3，353，100   1，866，500   3，255，500   

乾燥人フィブリノゲン   1g   2200（88．0％）  100．0％  100．0％  2100 （67．7％）  2ユ100 （67．7％）  

3，100   3，100   2，500   

組織接着剤   接着面積（cm2）  1？〕旦000＿＿（80．5鱒）  4206400 （990％）  8129000 （873％）  45．3％  48．9％  

9，581，500   4，250，000   9，308，100   

血液凝固第Ⅶ：因子（遺伝  1000単位（瓶）  195500 （57．6％）  82900 （63．9％）  242000（73．6％）  39．3％  35．4％  む  
子細換え型含）  

339，700   129，700   328，900   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ  1000単位（瓶）  26900 （71．7％）  26900 （71．7％）  30000（82．4％）  100．0％  100．0％  む）  
因子（複合体含  

37，500   37，500   36，400   

インヒビター製剤   
0   延べ人数（人）  10，200 （82．9％）    11100（111．0％）  0．0％  0．0％  

12，300   0   10，000   

ヒト血祭由来乾燥血液凝   
（瓶）   

93，200 （58．1％）   0   104300 （76．0％）  0．0％  0．0％   
国策ⅩⅢ因子  

160，400   0   137，300   

トロンビン（人由来）   10000単位（瓶）  10300 （348％）  10ユ300 （34．8％）  34700（1164％）  100．0％  100．0％  

29，600   29，600   29，800   

人免疫グロブリン   2．5g瓶（瓶）  1088100 （730％）  999000 （73．5％）  1140500（86．7％）  8臥6％  91．1％  

1，490，800   1，359，900   1，315．400   

600（1000％）   15700（662％）  2．6％  2．1％  抗HBs人免疫グロブリン  1000単位（瓶）  18100 （830％）  

21，800   600   23，700   

0   乾燥抗D（Rh⊂－）人免疫グ  1000倍  8700（1243％）    7200（800％）  0．0％  0．0％  ロブリン  
7，000   0   9，000   

0   61，700（82．0％）  0．0％  0．0％  抗破傷風人免疫グロブリン  250単位（瓶）  57800 （50．8％）  

113，800   0   75，200   

乾燥濃縮人アンチトロンビ  500単位（瓶）  329600 （968％′）  317900 （967％）  324800（838％）  94．9％  96．4％  ンⅢ  
340，600   328，600   387，800   

640（2133％）   

インC   

乾燥濃縮人活性化プロテ   2500単位（井瓦）  640（2133％）    200（66．7％）  100．0％  100．0％  
300   300   300   

人ハブトゲロビン   
21700 （527％）   2000単位（瓶）  21700 （527％）     33100（754％）  46一了％  100．0％  

41，200   41，200   43，900   

0   

ベーター   乾燥濃縮人Cトインアクチ   500倍（瓶）  340    430（68．3％）  0．0％  0．0％  

注1．数値は、製品の規格別に報告された数量を集計し、代表的な規格■単位に換算したうえ、四捨五入によリ100又は   
10の整数倍で表示した。   

注2．液状タイプの組織接着剤については、接着・閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換算し、   
インヒビター製剤については、体重50kgの人への投与量を標準として人数で算出した。  

j   



アルブミン製剤の製造量等の推移  
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免疫グロブリン製剤の製造量等の推移  
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血液凝固第Ⅷ因子製剤の製造量等の推移  
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